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【研究成果の概要】 （ 文 字 の 大 き さ 9 ポ イ ン ト ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 程 度 ）  
 本 研 究 で は 、① 数 値デ ー タ に 基 づ く授 業 構成 、 ② 教 科 横 断的 な 実践 に 特 色 を 有 する 中 学校 の 食 育

授 業 を 開 発 す るこ と を目 的 に 、【研 究 １】か ら 【 研究 ３ 】に 取 り 組 ん だ 。  

【 研 究 1】「 骨 と 健 康 」 に 関す る 教 科 横断 的 な 食 育授 業 , 追 跡調 査 結 果 の公 表 と ブ ラッ シ ュ ア ップ  

 2021 年 7 月 に , 骨 量 測 定 を 取 り 入 れた こ と , 保 健 , 数 学 , 家庭 科 によ る 教 科 横 断 的な 実 践で あ る

こ と の 2 点 に 特 色 を 有す る 食 育 授 業 を実 践 し , 1 年 後 に , 追 跡 調 査 を行 っ た 。 2023 年 度 は , こ れ ら

の 成 果 の 公 表 に取 り 組ん だ 。 具 体 的 には , 「骨 と 健 康 」 に 関す る 食育 授 業 に つ い て , 骨 量測 定 が 健

康 や 生 活 習 慣 への 関 心を 高 め る と 共 に , 保 健 , 数 学 , 家 庭 科 の各 教 科の 目 標 を 達 成 する こ とに 役 立

っ た こ と を 報 告し た 1 )。 加 え て , 追 跡調 査 につ い て , 中 学 生期 は 骨量 増 加 に 重 要 な時 期 だが ， 望 ま

し い 生 活 習 慣 を営 む 者は 学 年 進 行 に 伴い 低 下し た こ と , 2 度 の 骨 量測定 は , 生 徒 が 自身 の 成長 段 階 を

自 覚 す る と と もに , エビ デ ン ス に 基 づき 生 活習 慣 を 考 察 し , 今 後 の生 活 を 展 望 す るこ と に役 立 っ た

こ と か ら , 継 続的 な 食育 が 必 要 と 考 えら れ たこ と を 報 告 し た 2 , 3 ).更 に , 継 続 的 な 食育 の 実践 に 向 け , 

附 属 Ｔ 中 学 校 家庭 科 教諭 と 協 議 を 行 い ,学 校 行事 等 と の 接 続 を図 る 1 年 間 の 年 次 計 画を 作 成し た 。  

【 研究 ２ 】 大 学生 を 対 象 とす る 二 つ の予 備 調 査 の実 施  

一 つ 目 は , 野 菜摂 取 量推 定 装 置 の 食 育へ の 活用 可 能 性 を 検 討す る こと を 目 的 に , 2023 年 5 月 に 大

学 生 54 人 を 対 象 に , 野菜 摂 取 量 推 定 装置 に よる 皮 膚 カ ロ テ ノイ ド の測 定 と , 食 物 摂取 頻 度調 査 , 野

菜 摂 取 へ の 意 識等 に 関す る 質 問 紙 調 査を 実 施し た 。 結 果 , 野菜 摂 取レ ベ ル と 食 物 摂取 頻 度調 査 に よ

る 「 野 菜 類 」、「緑 黄 色野 菜 」 の 推 定 摂取 量 との 間 に 有 意 な 正相 関 がみ ら れ た こ と , 野 菜 を十 分 に 摂

取 で き て い る 者 は 1 割に 留 ま っ た こ と , 対 象者 の 記 述 か ら 野菜 摂 取量 の 可 視 化 は , 野 菜 の摂 取 不 足

の 自 覚 , 野 菜 摂取 量 増加 の 意 欲 向 上 に役 立 った こ と が 明 ら かに な った 。 し た が っ て , 野 菜摂 取 量 推

定 装 置 は , 野 菜摂 取 をテ ー マ と し た 食育 に 十分 活 用 可 能 な 指標 と 考え ら れ た 。  

二 つ 目 は , 学 校現 場 で食 育 を 担 う 家 庭科 教 諭と 栄 養 教 諭 に つい て , 各 々 の 専 門 性 やそ れ らを 生 か

し た 協 働 の あ り方 を 明ら か に す る こ とを 目 的に , 2023 年 10 月 に , A 大 学 (家 庭 科 教 員養 成 )28 人 , B

大 学 (管 理 栄 養 士養 成 )122 人 を 対 象 に 質 問 紙 調査 を 実 施 し た 。食 物 アレ ル ギ ー に 関 心が あ る者 ， 教 育

は 重 要 だ と 考 える 者 は 9 割 を 占 め ， 大 学 間 で差は み ら れ な か った 。 一方 ， 食 物 ア レ ルギ ー の学 習 機

会 が 十 分 に あ ると 答 えた 者 は B 大 学 ， 食 物 アレ ル ギ ー 対 応 に不 安 を感 じ る 者 は A 大 学 で 多く , A 大 学

は B 大 学 に 比 べ 食 物 アレ ル ギ ー を 有 する 生 徒だ け で な く , 学級 や 班単 位 で の 除 去 メニ ュ ー対 応 を 選

択 し た 者 が 多 いこ と が示 さ れ た 。 し たが っ て , 食 物 ア レ ル ギ ーの 学 習経 験 や 調 理 実 習指 導 時の 対 応

に 関 す る 考 え 方は 大 学間 で 異 な っ た 。こ の こと か ら , 食 に 関し 豊 富な 専 門 知 識 を 有す る 栄養 教 諭 と , 

生 徒 の 発 達 段 階に 応 じた 指 導 に 関 す る専 門 性を 有 す る 家 庭 科教 諭 との 連 携 が 望 ま れ た 4 )。  

【 研究 ３ 】 学 校と の 協 働 によ る 授 業 実践  

 2023 年 10 月 に , T 小 学 校 4, 5 年 生 114 人 , T 中 学 校 2 年 生 125 人 を 対 象 に , 骨 や 栄養 に 関す る 食

育 講 話 (1 時 間 )と 骨 量測定 , 食 習 慣 ・ 生活 習 慣に 関 す る 質 問 紙調 査 を実 施 し た 。 食 育講 話 は , 小 学 校

は 特 別 活 動 , 中学 校 は家 庭 科 で 実 施 した 。 骨量 の 急 増 期 に あた る 学童 期 や 思 春 期 にお い て , 骨 格 の

健 康 の 維 持 増 進の た めの 食 習 慣 ・ 生 活習 慣 の定 着 の 重 要 性 が示 唆 され た が , 望 ま しい 食 習慣 を 実 践

す る 者 は , 小 学生 期 から 中 学 生 期 に かけ 減 少し た 。 こ れ ら のこ と から , 小 中 連 携 を見 通 した 「 骨 と

健 康 」 に 関 す る継 続 的な 食 育 支 援 が 必要 と 考え ら れ た 。 な お , 当 初計 画 で は 野 菜 摂取 量 推定 装 置 を

活 用 予 定 で あ った が , 実 践 校 教 員 と の協 議 を踏 ま え , 骨 量 測定 器 を活 用 す る こ と に変 更 した 。  
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